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秋田県在住小児の CoxsackieA-16 

中和抗体保有率について
會＇』
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1 まえがき

昭和44年から翌45年にかけてHandFoot and Mouth 

Disease (H FMD) という奇妙な名の発疹症が小児問

で全国的に大流行した。この病原ウイルスがCoxsackie

A-16 (Cox.Al6) ウイルスである。 我々はこの大流

行発生要因について疫学的及び病原学的に種々検計を加

えてきたが，得られた成績はその主要因が病原ウイルス

の生物学的性状にあるであろうということを示唆した。

これらの詳細なデーターに関しては既報（須藤，森田

19713),須藤19725)，須藤たちI9724,6)，須藤たち1970

1,2)の如くであるが，本報では流行後 1~2年経過した

後の秋田県在住小児における本ウイルスに対する中和抗

体保有分布状況について報告する。尚，この具体的な疫

学的解析は別途報告したい。

I 実験方法

A 被検血清

被検血清は昭和45年から46年にかけて秋田県内在住の

健康小児から採取した292検体の血清で，測定時まで一

20°cに保存した。

B 中和抗体測定方法

予研から分与された Cox.A-16標準株をミドリサル

腎 (GMK)細胞で3代継代したウイルスとGMK細胞

で中和試験を行なった以外は前報（須藤たち， I975) 5) 

と同じ方法である。

l[成績

地域別，年令別及び年別の Cox.A-16中和抗体保有

率を第 1表及び第 1図に示す。

表 l 秋田県在住小児の CoxsackieA-16中和抗体保有率

被検血清採血被検 年令別中和抗体保有率（％）

採取地区年月血清数 0 オ¥ 1-2オ| 3ー4オ| 5-9オ¥ [(}-16オ 計

男鹿市| 1970 33.3 53.8 I 57.1 62.6 35.7 52.5 

船越 9 59 (I/ 3) (7 /13) (4 / 7) (14/22) (5 /14) (31/59) 

由利郡I 1970 0.0 41.7 100.0 30.4 48.7 46.3 

矢島町 9 82 (0/0) (5/12) (6/6) (7 /23) (20/41) (38/82) 

鹿角郡 1971 o.o 54.6 72.7 65.5 64.4 60.2 
103 

小坂町 9 (0/7) (9/11) (B/11) (19/29) (29/45) (62/103) 

仙北郡 1971 o.o 9.2 63.6 52.2 o.o 43.f 
48 

角館町 9 (0/1) (2/13) (7/11) (12/23) (0/0) (21/48) 

9.1 40.8 71.4 53.6 5 400.0 ) 52. l 

計 292 (I /11) (20/ 49) (25/35) (52/97) (54/1 (152/292) 

※（中和抗体保有数／被検数）
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第 1図
Cox.A-16（璽準棒）に付する中和抗体保有分布・秋日棗員簾住艮（1970~1971)
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lV まとめ
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HFMD流行 I~2年経過した昭和45~46年における

秋田県在住の Cox.A-16ウイルスに対する中和抗体保

有分布調査結果を報告した。
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